うんめい 

ふしぎな 運命 

人間 は、 それぞれに 宿命 という もの をせ お つ ている _ 

つまり、 生まれてから 死ぬ までの あいだに、 その 人間 

は どれどれの 事件に ぶっかる か、 それが ちゃんと、 は 

じめ からき ま つ ている の だ。 

運命 はふし ぎだ。 

その 運命の ために、 われわれ は、 思いがけな いこと 

にぶつ かる。 夢にも 思わなかった 目にあう。 そしてた 

い へ ん おどろく。 



スに籍 の ある モン パパ 号と いう 千 二百 トンば かりの 

かもつせん 

匕吼勿 沿、 ：- こ つ i5:.-。 

貨物船と はいう ものの、 船客 も 乗せる ようになって 

いた。 さすがに 一等 船室と いうの はない が、 二等 船客 

を 十二 名、 三等 船客 を 四十 名、 合計 五十二 名の 船客 を 

乗せる 設備 を もっていた。 四 等 船客 はない。 

ところが 船室 は 満員と はならなかった。 いや、 がら 

あきだった といった 方が よい かもしれ ない。 二等 船客 

はたった 三 名だった。 その 一 人が ポ— ル • ラッ ー ル氏 

といって、 フランスの 新聞 ル • マル タン 紙の 社会部 記 

者 だ つ た。 



しかし 神なら ぬ 身の 知る よし もがな で、 出発 前の 玉 

よそく 

太 郎には それ を 予測す る 力の なかった の もいた し 方の 

ない こと だ。 

玉太郎 とラッ ー ル 記者と は、 乗船の その 翌日に 早く 

もなかよ しにな つてし まった。 

そのき つかけ は、 玉 太郎の 愛犬 ポチが、 トランクの 

中から とび 出して (じつは この ポチの 航海 切符 は 買つ 

てなかった。 だから やかましく いうと、 ポチ は 密航し 

ている ことになる) 玉太郎 におわれて 通路 を あちこち 

と 逃げ まわり、 ついに ラッ— ル 氏の 船室に とびこんだ 

事件に はじまる。 



あ、 あぶない！ といった つもりだった が、 その あ 

とのこと はよ く おぼえて いなかった。 

と つじよ 

後から 考える のに、 このと き モン パパ 号 は 突如と し 

て大 爆発 を 起し、 船体 は 粉砕し、 一団の 火光に なって 

四方へ とびちった のであった。 わずか 数秒 間の す こぶ 

る 豪勢な 火の 見世物と して、 附近の 魚類 を おどろかし 

たの を 最後に、 貨物船 モン パパ 号の 形 はう せ、 空中 か 

ひょうりゅう した い 

ら 落ちく る 船体の 破片 も、 漂 流す る 屍体 も、 みんな 

まっくろな 夜空と 海に のまれて しまったの である。 

SOS の 無電 符号 一 つ、 うつ ひまがなかった。 だか 

そうなん 

ら モン パパ 号の 遭難に 気がついた 第三者 はいなかった。 



|示 流 



玉太郎 は、 ふと 気がついた。 

ポチの 声が 聞え るの だ。 

「ポチ」 と、 犬の 名 を よんだ ときに、 玉太郎 はがぶ り 

と 潮 をのんだ。 息が 出来 なくなった。 夢中で 水 を かい 

た。 

海の 中に いる ことが わかった。 体が ふわりと 浮き あ 



「いったい、 どうしたの かしらん」 

玉太郎 は、 しいて 記憶 を よびおこそうと 努力した。 

へ さき お ぼ 

「そうそう、 舳の ところに いたまで は 1 えてい る。 と 

と つ ぜん あたりが 火に な つ て …… その 前に 甲板が ぐら 

ぐらと ゆれ …… 大 音響が して、 その あと …… その あと 

は 覚えて いない。 その 次 は …… こうして 海の 中に いた _ 

そうか。 船から 放り だされ たんだ。 船 は どこへ いった 

ろう」 

玉 太郎は あたり を 一生 けんめい 見 まわした。 しかし 

汽船の 灯火 は 一 つも 見えなかった。 

「僕と ポチ を 海の 中へ つきおとした まま、 モン パパ 号 



は、 どんどん 先へ 行って しまったん だな」 

玉太郎 は、 そう 考えた。 

そう 考える の もむ りではなかった。 モン パパ 号 は あ 

ばくは ふん さ 、1 

まりに も完 ぜんに 爆破 粉砕した ので、 そのころ 海上に 

は 破片 一 つも 見えて はいず、 海上 はまつ くらで、 墓場 

のように 静かであった。 ただ、 ときどき 波が 浮かぶ 扉 

にあたって ばさりと 音 をた てること と、 頭上に は 美し 

く 無数の 星が きらめい ていて、 玉 太郎と ポチ をな がめ 

て いるよう に 見える だけで あ つ た。 

「そうだ。 ラッ— ル さん も、 あのと きいつし よに 居 

たつけ、 ラッ ー ル さん はどうした かしらん。 まさか あ 



の 人が 僕たち を 海へ つきおとしたん じゃないだろう に 

…：- J 

けんとう 

分らない。 見当が つかない。 モン パパ 号が とつぜん 

大砲 をう つたた め、 自分た ち は それが ために はねとば 

された のかな …… とも 考えた が、 しかし モン パパ 号 は 

大砲 をす えてい なかった こと は 明らかだった から、 こ 

れは 考えち がいだ。 やっぱり 分らない。 わけが 分らな 

ヽ o 

レ 

玉 太郎の 両手が だんだん 疲れて きた。 また 始めはな 

ん ともなかった 海水が、 いやに 冷い ものに 感じられる 

ようになった。 熱帯の 海 だとい うのに、 ふしぎな こと 



扉の ふちに 割れて いると ころが あるので、 そこへ 紐 を 

通して くくりつけた。 それから 紐の あまり を、 一方の 

はじ 

手首に まきつけて 端 をむ すんだ。 

これ はいい ことだった。 紐の 力で、 浮かぶ 扉に ぶら 

さがって いる わけであった。 手の 筋肉 は 疲れないです 

んだ。 そのかわり 紐が 手首 をし めすぎ て、 少し 痛く 

なった。 玉 太郎は 考えて、 紐と 手首の 間に、 シャツの 

端 をお しこんで、 痛み をと めた。 

ねむ 

睡く なった。 睡 くて どうに も やり切れなくな つた。 

ポチが しずかな の も、 ポチ も睡 くな つて 睡 つてい るの 

力 もし. W な レ 



ずぶ りと 水の 中に 頭 をつつ こんで、 はっと、 睡 りか 

ら さめる こと も あ つ た。 

"睡 つち やい けない。 睡 ると 死ぬ ぞ" 

そんな 声が 聞え たような 気がした。 玉 太郎は 自分の 

頭 を 扉に ぶつつ けた。 睡りを さます ためであった。 玉 

太郎の 額から は、 血が たらたらと 流れ だした。 しかし 

彼 はいつ ともしらず 唾り こけて いた。 

何十 回目 か は 知らない けれど、 あるとき 玉 太郎が 

はっと 睡 りから さめて みると、 あたり は 明るくな つて 

いた。 

朝日が 東の 海の 上から だんだん 昇って 来たらし い。 



体が らくに なった ために、 玉 太郎は 又し ばらく 睡っ 

た。 

どこかで、 人の 声が する。 遠くから、 人 を よんで い 

る 声 だ。 ポチが わんわん ほえた てる。 玉太郎 はお どろ 

とびら いかだ 

いて 目 を さまし、 むつく りと 扉 筏の 上に おきあがつ 

たが、 とたんに 体が ぐらり とかたむ き、 もうす こしで 

彼 も ポチ も 海の 中に 落ちる ところだった。 

ポチが 吠えた てる 方角 を 見る と、 玉 太 郎の扉 筏より 

もや や 南よりに、 やはり 筏の 上に 一 人の 人間が 立って、 

ぬ 3 き 1 

こっちへ むかって しきりに 白い 布片を ふっていた。 距 

離 は 二三 百メ ー トルあった。 



玉 太 郎は眸 を さだめて、 その 漂流者 を 見た。 

「あ、 ラッ— ル さんら しい」 

玉太郎 は、 それから 急いで いろいろな 方法に よって 

こころ 

通信 を 試みた。 その 結果、 やっぱり ラッ— ル氏 だと 

分った。 そのと きのうれ しさ は 何に たとえよう もない- 

じごく ほとけ 

地獄で 仏と はこの ことであろう。 

この 二 組 は 同じ 海流の 上に 乗って、 同じ 方向に 流さ 

れ ていたの である。 

玉太郎 は、 どうにかして 早く ラッ ー ル 氏と いっしょ 

になり たいと 思った。 しかし その 間に はかなり の 距離 

が あり、 そして 身体 は 疲れき つていた。 とても その 距 



「かげが ほしいね。 何 かかげ をつ くるよう な もの はな 

いかしら」 

玉太郎 は、 自分の まわり を 見 まわした。 

ほ ぎれ いた ぎれ 

もちろん 帆布 もない。 板片 もない。 

だが、 なんとかして かげ をつ くりたい。 どう すれば 

いいだろうかと、 玉 太郎は 一生 けんめいに 考えた。 

そのうちに、 彼 は 一 つの 工夫 を 考えついた。 それ は、 

今 筏に している 扉の 一部に、 うすい 板 を 使って いる 

ところが ある。 それ を 小刀で 切リ ぬけば 板片 がで きる。 

それで かげ をつ くろうと 思った。 

彼 はすぐ 仕事に かかった。 ジャック. ナイフ を 腰に 



と ネジで 柱に とめて あった。 その 柱が 木ネジ といつ 

しょに 扉の 方へ ひきむ しられて、 ひん まがった まま 水 

中に つかって いるの だった。 

これが 大きな 柱だった り、 鉄材に 木ネジ でと めて あ 

るの だったり すれ は、 木 ネジの 方が 折れて はなれて し 

ぎそう 

まった ことで あろうが、 その 船 は、 ちゃち な 艤装の た 

めに、 鉄材と 扉の 間にす きが出来、 厚さ 三 四 センチの 

うすい 板の 柱の ように 間に つめこんで あつたの だ。 だ 

からこの 板 は、 扉と いっしょに はなれる の だ。 

玉太郎 は、 水中に 手 を 入れ、 この 板 柱 を はずして 筏 

てごろ 

の 上に あげた。 長さ は ニメ— トル は ある。 手頃の 柱 だ _ 



している うちに、 意味が わかり かけた。 

がお— い、 元気 を 出せ。 僕 はこの 帆 を 使って、 この 筏 

を、 そっちへ よせる 考え だ" 

ありがたい。 二人とも 別々 に 海流の 上に のって、 ど 

こまで も 別れ別れに 流されて いく 外ない のかと 思 つ て 

いたのに ラッ ー ルの 努力に よって、 二人 は 筏 を 一 つに 

合わせる ことができ そうだ。 ああ、 ありがたい。 

玉太郎 は、 ラッ ー ルに お礼の 意味で もって、 それ か 

らしば らく ポチに ほえさせた。 

ラッ ー ル氏は 手 を ふ つ て 喜んでい る。 



ラッ— ルの方 は、 いろんな 木 を 集めて いた。 また 箱 

を いくつか 持って いた。 本 ものの カンバス もあった。 

どこに さが つていた もの か、 紅の 力 ー テンの 焼け こげ 

だらけの 布 もあった。 これらの もの を ラッ— ルは みん 

な 海から ひろい あげたの だとい つた。 彼 は、 口 ー プの 

先に、 鍵の ように 曲った 金具 を むすびつけ、 それ を 漂 

流 物に 投げつ けて は、 手 もとへ ひきよせ たの だとい う _ 

「なんか 食べ もの は 漂流して いなかった かしらん」 

「ああ、 それ はほんの すこしば かりし か 手に入らな 

かった。 おお、 そうか。 君 は 腹べ こなんだ ね」 

「早くい えば、 そうです」 



玉太郎 がの ぞくと、 空 缶の 中には、 りんごと オレン 

ジが 四つ 五つ、 肉の 缶詰の あいたの が 二つば かリ、 そ 

やきにく 

れに 骨の つ いた 焼肉が ころがつ ていた。 すばらし い) J 

ちそう だ。 

「ポチに たべさせる ものはないでしょう か」 

玉太郎 がたず ねた。 

「ああ、 ポチなら あっちで よろしくやって いるよ。 あ 

れを 見た まえ」 

ラッ ー ル のさす 方 を 見れば、 なるほど ポチが 帆の 向 

こうが わで、 ひしゃけ た 缶の 中に 頭 をつつ こんで、 し 

きりに たべて いた。 



しろ 太陽 は 今、 頭の ま 上に かがやいて いるから ね」 

せきどう ちょ つ か 

赤道 直下 だから 正午に は 太陽 は 頭の ま 上に あるの だ。 

かげぼうし 

筏の 上に 立つ と 影法師が 見えない。 よく 探して 見れば、 

影法師 は 足の 下に あるの だ。 

「どっち を 見ても 空と 海ば かり …… おや、 島 じ やない 

でしよう か 〔# 「ないで しょうか」 は 底本で は 「ないで よう 

か 匕、 あれ は …… 」 

玉太郎 は、 筏の まわり をぐ るつ と 見 まわして いるう 

ねずみいろ 

ちに 雲の 下に、 うす 鼠色の 長い ものが 横たわつ てい 

るの を 見つけた。 

「あれ かい。 あれ は 雲 じ やない かな あ、 僕 もさつ きか 



は 一 面に 深い 密林 だ。 椰子 も あるし、 マング 口 ー ブ 

ようじ ゆ すなはま 

(榕樹) も 見える。 その 間に、 ところどころ 白い 砂浜が 

のぞいて いる。 ラッ ー ルが 発見した 石垣 は、 ずっと 左 

の 方に あり、 なんだか そこが、 密林の 入口に なって い 

るよう でも ある。 正確な こと は 上陸して みれば、 すぐ 

分る であろう。 

「もうあの 島に は、 人が 住ま なくなった のでし ようか」 

「それにして は、 あの 石垣が もったいない 話 だ」 

まっか ひ 

夕 焼の 空 は、 赤から 真紅に、 真紅から 緋に、 そして 

紫へ と 色 を かえて いった。 それまで は 見えなかった ち 

ぎれ 雲が 生 ある ものの ように あやしい 色に はえ、 大空 



そっと 玉太郎 をお いた。 

ラッ ー ルの 全身に は 玉な す 汗が、 玉 太郎の 目から は 

玉の ような 涙が ぼろぼろと こぼれお ちた。 

かんしょ うか 

「君 は、 感傷 家で ありすぎ る。 もっと 神経 を ふとくし 

ている こと だね。 ことに、 こんな 熱帯の 孤島で は、 ビ— 

だる 

ル 樽に でもな つたつ もりで、 のんびり やる こと だ」 

そういつ て 玉 太 郎の両 肩に かるく 手 をお いた。 

「さあ、 そこで さっきの 仕事 を 大急ぎで やつ てし まう 

んだ。 そこから 枯 草の るい を うんと 集めて きて、 山の 

おきあい 

ように 積み あげ るんだ。 もし 今にも 沖合に 船影が 見え 

きゅうなん しんごう 

たら、 さっそく その 枯 草の 山に 火 をつ けて、 救難 II！ 号 



「うわ ッま つまつ ま つ。 うわ ッま つまつ ま つ」 

とつぜん ラッ— ルが、 かかえて いた 椰子の 枯草を 前 

に ほうりだして、 大きな 声 をた てて 笑いだ した。 玉 太 

せんりつ 

郎は おどろいて ふりかえった。 戦慄が、 せすじ を 流れ 

た、 頼みに 思った 一 人の 仲間が、 とつぜん 〔# 「とつせ 

ん」 は 底本で は 「と くぜつ 匕 気が へんにな つたと したら 

玉 太郎の 運命 はいった いどうなる ので あろうと、 気が 

気で ない。 

椰子の 実の 水 



そういって ラッ— ルは、 椰子の 実 を 玉 太 郎に手 わた 

した。 

玉 太郎は それ を うけとって、 椰子の 水が しとしとと 

流れ だしてく る 穴に 唇 をつ けて、 すった。 

(うまい！) 

玉 太郎は 心の中で、 せいいっぱいの 声で さけんだ。 

ごくり ごくりと、 夢中です すった。 うまい、 じつにう 

まい。 あまくて、 つめたくて、 -腸 にしみ わたる。 世 

の 中に こんなうまい ものが あ つたこと を はじめて しつ 

た 喜びに、 玉 太郎は その 場で 死んでも いいと 思った ほ 

ど だ。 



ラッ— ルは、 なまぐさ いおくび を はきながら、 そう 

いって、 空に なった 椰子の 実 を 足 もとに ど すん とすて 

た。 

なるほど、 そうであろう。 しかし この 広くない 島に 

たんしん 

しろ ポチ は 何に ひかれて 単身 もぐりこんで しま つたの 

であろう か。 

「さあ、 そこで 第三の 仕事に うつろう」 

フ J んどは 何 をす るんで すか」 

おきあい 

「火がなくて、 沖合への ろし も あげられない となれば、 

いやで もとう ぶんこの 島に こもって いる 外ない。 そう 

なれば 食事の こと を 考えなければ ならない。 何 か 空腹 



その 地震 は、 三十 秒ぐ らい つづいて 終った。 ほっと 

する まもなく、 また 地震が 襲来，^ した。 

「あ ッ、 また 地震 だ」 

「い やだねえ、 地震と いう やつ は …… 」 

ラッ ー ルは 地震が 大きら いであった。 玉太郎 としつ 

かりだき あって、 目 をと じ、 神様に お祈り を ささげた- 

そのような 地震が 前後 四 五 回 も つづいた。 そして そ 

の あと は 起らなかった。 いずれも 短い 地震で、 三十 分 

間 つづ いたの は その 長い 方だった。 

地震と ともに、 沼の 水面に 波紋が 起った こと は 前に 

のべた とおり だが、 二度目の 地震のと き は、 その 波紋 



め、 全身 はねつと りと 汗に まみれ、 息をする のが 苦し 

い。 あえぎながら ふらふら する 頭 をお さえて 前進す る 

こうして 二人の 気の ついた こと は、 この 崖みたい な も 

の は 火山で できた もので はなく (硫黄く さくな いから) 

地震で できた もので もな く、 たしかに 人間が やった 土 

木工 事で ある こと をた しかめた。 

しかし その 土木工事 は、 最新式の ブル ト— ザな どと 

いう 土木 機械 を 使った ものでなくて、 原始的な 方法、 

つまり 人間 を大ぜ いあつめ て、 もつ こに 土 を いれたり 

石 をのせ たりし で かつぎあげる といった、 方法 をと つ 

たにち がいない の だ。 



玉太郎 はがつ かりした。 

しかし こういう 穴の 入口ら しいと ころ を 見つけた こ 

と は 一 つの 成功 だと 思った。 あとで ゆっくり 中 を しら 

ベて みたい。 

そう 思って、 彼 は そこ を 立ち さろうと したが、 ふと 

思い直して、 もどって 来た。 そして そこらに 落ちて い 

る 木の 枝 を 一本取り、 ナイフで けずって Y という 形に 

し、 それ を そこの 場所に つきさした。 それから Y とい 

う 字の かた つむりの 一 一 つの 目の ような 枝の さき を わつ 

て、 自分の シャツの 端 を ひきさいて、 はさんだ。 こう 



玉 太郎は あきらめて、 そこ を 立ち さった。 彼 は 密林 

の 中 をく ぐって、 元の 海岸へ 出た。 もしゃ そこに ラ 

ッ ー ルが、 先に かえって 来て いるので はない かと 心 だ 

のみに していた がそれ も やっぱり だめだった。 

海岸に まってい たの は、 やぶれた 筏 だけであった。 

彼 は、 砂の 上に 腰をおろして、 ぼんやりと 考え こん 

だ。 

ラッ ー ルも いなくな つた。 ポチ さえ、 どこに 行った 

かわから なくなった。 絶海の 孤島に、 自分 ひとりが と 

りの こされて いる。 このままで いれば、 ひぼしになる 

か、 病気になる かして、 白骨と 化して しまう であろう _ 



て、 穴 を あけて 水 をのんだ。 それだけ ではたり ない。 

さっき 拾った 缶詰 を ナイフで こじ あけて みた。 する 

と 思いがけなく、 ソ ーダ • ク ラッカ ー という ビス ケッ 

ト のよう な もので、 塩味の つよい ものが、 ぎっしり は 

いっていた。 

「ああ、 よかった。 これ だけ あれば 四 五日 は 食べつな 

ぎがで きる」 

玉 太郎の 元気 は 倍に ふえた。 たべた。 それ はかなり 

力く か， < 

大きい 角 缶であった から、 あと はまる で そっくりして 

いるよう であつ た。 

腹が 出来る と、 ねむくな つて、 又ね むった。 その 間 



いくと、 その 紙が もえ だした ことがあった。 

電球 を さっき 拾って あった。 それへ 目が 行った とき、 

あの 実験の こと を 思い出し たの だ。 玉太郎 は、 電球 を 

にぎって 波打ちぎ わの 方へ 行った。 そこで 石 を 拾って、 

注意ぶ かく 電球の 口金のと ころ を かいた。 しゅ つ と 音 

がして、 中へ 空気が はいって いった。 

その 電球 を、 海に つけた。 海水が 穴から 中へ はいつ 

ていく。 やがて いっぱい となった。 これでい いの だ。 

穴のと ころ を 手で もって、 玉 太郎は 林のと ころへ も 

どって 来た。 そして かたむいた 陽の 光 を この 水 入リ電 

球で うけ、 その 焦点 を、 そこにち らばる： ie 草の 黒ずん 



おいでに なると、 島の 輪廓が ありあり と 見えて きます _ 

わしら に は 肉眼で ちゃんと 見えて いるんで すから ねえ _ 

けん 

この 見とう です よ」 

そういって、 くらやみ でも 目の 見える 船長 は、 セキ 

ス トン 団長の 持って いる 双眼鏡 をつ かんで、 それ を 

ブリッジ まどわく 

船橋の 窓枠に おしつけ、 そして 正しい 方向へ むけて 

やった。 

「さあ、 のぞいて ごらんなさい」 

伯爵 団長 は、 それ をの ぞいた。 

「やっぱり、 わしに は 見えん」 伯爵 は、 がっかりして 

いった。 「もっと この 船 を、 島の 方へ 近づけて もらお 



「だって、 海 を 泳いで、 閣下た ちの 乗って いられる 船 

を 追つ かけて 来たので しょう」 

「いや、 そうで はない。 そのと き 恐竜 は、 たしかに 海 

の 底 を 歩いて いたの だ。 しかし 恐竜の 首 は、 海面から 

百メ— トルぐ らい も 上に 出て いた。 船の マストよりも 

高 いんだから、 おどろい たね」 

「ほんとうで すか。 わし は 信じません ね」 

「ほら 話 をい つてい るん じ やない よ。 じっさいに 恐竜 

を 見た わしら でなくて は、 恐竜が どんなに 大きい けだ 

もので あるか、 どんなお そろし いやつ か、 とても 想像 

力 つ 力な レ， T6」 



十 名の 先発隊 員 

「あ、 火が 見える。 恐竜 島に 火が 見える」 

水夫が、 マストの 上で さけんだ。 

「おお、 火 だ。 あんな 所に、 なんの 火だろう」 

船長 も 火 をみ とめて、 びっくりした。 

はくしゃく か つ か 

伯爵 閣下に は、 あいかわらず それが 見えない ので、 

い つ そうさ わぎた てる。 

「海岸に 火が もえて いる。 …… 人影が 見えない。 .：：• 

や し 

火 は 椰子の 林に もえうつろうと している」 



あ」 

「とんでもない。 こんなお そろし いところ に、 あと 一 

時間 も まごまごして いられる かい」 

びそく 

船長 は、 すばやく 防水 帽を かぶって、 微速 前進の 号 

令 を かけた。 

ばらばらと、 大粒の 雨が 落ちて 来た。 

「半 速。 …… おも— 舵 いっぱい」 

船が ぐるつ とま わり はじめる。 島の 火が、 左う しろ 

へ 流れて いく。 

「おや 船長。 どういうん だか。 舵が よくき きません が 

…：- J 



うな つたであろう か。 

伯爵 は、 誰よりも 早く、 海中に 恐竜が 現われた こと 

に 気がついた。 彼 は おどろきの あまり 心臓が とまり そ 

いのち せ と 

うにな つたが、 ここが 生命 の 瀬戸ぎ わ だと 思 い 、 

「早く 島へ こぎつけ るんだ。 今 シ—. タイガ 号 は、 怪 

物に おそわれ ている。 この間に すこしも 早く ボ— トを 

島へ こぎつけろ。 さもないと、 われわれまで、 怪物の 

えじき 

餌食に なって しまう ぞ」 と、 ォ— ルを にぎって いる 連 

中に 急がせた。 

なお 伯爵が、 このように 落着いて いたの は、 やはり 

きも 

これまでの 探検で、 ふつうの 人た ちょ リは胆 がす わつ 



ていたせ いであろう。 彼 は、 「恐竜 だ」 という ことば を 

わざと さけ 「怪物が 現われた」 と、 すこし おだやかな 

ことばづかい をした。 それ は 他の 人々 が、 恐竜が と 聞 

いたと きに、 そろって 腰 をぬ かしてし まって はたい へ 

んと、 気がついた からだ。 

ボ —„ ^は、 島の たき 火 を 目 あてに、 波 を かきわけて 

矢の ように 走った。 

だしゅ ひぼん 

実業家 マル タン 氏が 舵手だった が、 氏 は 非凡な うで 

を あらわして、 波 をう まくの リ 切った。 

いなずま 

島 はだん だん 近くな つたが、 びかり、 ぴ かりと 稲妻 

がきら めくた びに、 一 同 は 不安に かられ、 神に 祈り、 



その 翌日から、 恐竜 島 は にぎやか になった。 

前夜の 危難と 恐怖と 疲労と で、 身 も 心 も へとへとに 

なった 探検 団員 も、 朝になる と 元気 を とりもどして、 

一 人 また 一 人と おき 出で、 肩 をなら ベて 沖合に 難破し 

ている シ—. タイガ 号 を さして は、 昨夜の おそろしい 

思い出話に 時間の すぎて いくの も わからな いようで 

あった。 

タイガ 号 は 恐竜の ため 船体 を ま つ 一 一 つに 割られ、 

いったん 浪に のまれた が、 その後 また 恐竜に おもちゃ 

せんび 

にされ て はねとばされ たものと 見え、 船尾の 方 はずつ 

あんしょう 

と 島の 近くの 暗礁の 上に のって 居リ、 船首の 方 は そ 



れ から 百メ— トル ほど はなれた ところに、 船首の ほん 

の 先つ ちょと、 メイン. マスト を 波の 上に 出して いた。 

さんたんたる タイガ 号の 姿で あるが、 これ を 見ても 恐 

竜の 力が おそろしく 強い ことが うかがわれる。 

タイガ 号の 乗組員 はどうな つたであろう か。 かげ も 

姿 も 見えない。 しかし ほとんど 助かって いないで あろ 

う。 それに 今 は 下げ潮の ことと て、 附近の 漂流物 は 沖 

合へ 流されて いるの だ。 

「ああ、 総督 閣下。 お 早よう ございま する」 

がらがら 声で 団長 セ キス トン 伯爵が あいさつ をした 

相手 を 見れば、 余人なら ず、 玉太郎 だった。 



ろ い て 枯葉の 寝床のう えに すっくと 立ち上 つ た。 

そのと きで ある。 一 人の 老いた る 白人が、 銃 を 手に 

たきび 

持って 彼の 方へ 突進して きた。 焚火が 老人 を 赤々 と 照 

らした。 老人 は、 焚火の 前まで 来る と、 はたと 膝 を 折つ 

て 砂の 上に ふした。 

「お助け 下さい。 神の 子よ」 

老いた る 人 は 祈りの 声 を あげた。 それ は 玉 太 郎の姿 

にむ かって、 なげられ たこと は 疑いない。 火の 向こう 

にす つくと 立って いる 玉 太 郎の姿 は、 神々 しかった に 

フ 、、ゝ ヽ *」 ヽ o 

ち カレる レ 

「神の 御子ではありません。 この 島に 庄 んで いる 人の 



子です」 

と、 玉太郎 はこた えた。 

「ああ、 それで は 総督 閣下 だ。 おお 閣下。 恐竜に 追わ 

れ てかろう じて この 海岸へ たどりついた われわれ 十 名 

の 者 を あわれみ たまえ。 閣下の 庇護の 下に、 われわれ 

十 名の 者 をお かせた まえ」 

この 芝居 じみた 対話が はじまって、 玉 太郎は あやう 

いとこ を 脱した タイガ 号ボ — ！ ^の 一 団 とひき あわされ 

そして その 間に もセ キス トン 伯爵から、 さかんに 「総 

督 閣下」 とよ ばれた のであった。 

幸いに 彼ら 十 名 は、 けが もして いないで、 無事 だつ 



ら 微笑して いるよう だ。 

フラン ソァと ラル サンの 二人 はしめ しあわせて、 こ 

あと 

そこ そ 後 じさり を はじめた。 この 席から 姿 を かくして 

第 一 回の 探検に は 参加し ないです むように したい 心 

だった。 

「団長。 子供 は 連れていかない、 はっきり 宣言した ま 

え」 

モレロ は、 ほえる。 

「まあ、 なんだ ね、 各人の 自由 行動と してお こう。 強 

制する の はこの ましくない。 また、 はじめから 小さい 

マ J とで、 折角の 隊員が にら みあう の はい や だから …… 」 



その 日の 午後 二 時 過ぎに なって、 シ—. タイガ 号 は 

第一 回の 探検に 出発した。 もちろん これ は 伯爵 団長が 

ひきいて いた。 そして ッ ルガ 博士の ネリ はくわ わって 

いたが、 モレロ はいなかった。 

二人の 水夫 も、 第一 回に は 参加し ないで いいこと に 

なった。 それから、 中国 詩人の 張子 馬 も 残る ことと 

なった。 

つまり、 留守番 は モレロ、 張、 二人の 水夫の 四 名で 

あり、 出発した の は 玉太郎 少年の 外に 伯爵 団長、 マル 

タン、 ッ ルガ 博士と 娘、 ケンと ダビットの 映画 撮影 班 



「あ ッ、 出た。 うしろから 恐竜が 現われた。 カメラ、 

はじめ。 うう ッ、 すげ え、 すげ え。 その チン ピラ 犬。 

早く 恐竜に とびつけ。 そしたら 懸賞 五 百 ドル をて いす 

るぞ _ 

ケン は、 どなり、 さけぶ。 

大 恐竜が、 ほんと に 現われた の だ。 崖の 上、 右手 か 

ら 長い 首 だけ をぬ— ッと 出して、 じろ ッと崖 下の 四 人 

の 人間 を 見た。 

くやしい 失敗 



さよ じゅ-つきよう りゅう 

巨 獣 恐 竜 と テリアの ポチと では、 相撲に ならない。 

ぬつ と 恐竜が 首 を 前へ つきだす と、 ポチ は あわてて 

尻 ごみし、 そして 崖から 足 を ふみはずして、 きゃんき や 

んと悲 命 を あげながら、 下に すべりおちた。 

「ポチ。 ポチ。 ぼく だよ、 しずかに おし」 

恐竜の 出現よりも、 愛犬 ポチが ぶじに もどって 来 

たので うれし さに 夢中に なって いる 玉太郎 だった。 ポ 

チは、 玉 太郎の 胸に だかれる。 

「ちえ ッ。 惜しい。 もうす こし 问か芝 罟 を やってくれ 



れば よかった のに、 もうひつ こんじ まった」 

映画監督の ケン は、 残念そう に、 崖の 上 を 見 上る。 

恐竜の 首 は、 すでに 引 込んで しまって、 倒れた 椰子の 

木が、 そのかわり をつ とめて いるよう に 見える。 

「おい、 ダビット。 * 恐竜 崖の 上に 現わる， の大 光景 は、 

もちろん うまく カメラに おさめた ろうね」 

「失敗した よ。 怒るな、 ケン」 

「え ッ。 失敗した と は、 どう 失敗し たんだ」 

ケン 監督 は、 顔色 を かえて、 ダビット 技師の 肩 をつ 

ガんで ゆす、 "る。 

「レンズの ふた を 取る の を、 忘れて たんだ。 あやまる 



ろうね」 

「まず、 虫が 好く やつ は 好き さ。 虫が 好かん やつ はき 

らい さ」 

「それ はそう だろう が、 もっと はっきりと 区別で きな 

レカ な」 

ケンは 伯爵の 返答に しびれ を きらす。 

「わしの 経験で は、 或る 種の エンジンの 音 をたい へん 

きらうよ うだ。 ほら、 昨日 シ ー • タイガ 号が 恐竜に お 

そわれて、 あのと おり ひどい ことにな つたが、 あれ は 

恐 竜が ェ ン ジ ン の 音が 大きら いで あると いう 証明に な 

ると ES う」 



「好きな ェ ン ジン も あるんだ ろうか」 

ケン は、 ダビットが 手に している 撮影機へ 目 を はし 

ら せる。 この 撮影機の 中に パネが あって、 撮影 を はじ 

める とその パネが 中で 車 を まわす が、 そのと きにさら 

さらと、 エンジンの ような 音 を 出す。 だから ケン は、 

急に 心配に なった。 

「鍛冶屋の とん てんかん という あの 音 は 好きら しい。 

蓄音器の レコ— ド にある じ やない か。 "森の 鍛冶屋" 

というの がね」 

「それ は エンジンの 音で はない よ」 

「飛行機の エンジンの 音が 問題 だ。 こいつ はま だた め 



ポチ も 一 行に だいぶん なれて、 むやみに ほえ なくなつ 

た。 

「玉ち やん。 あまり 前進し すぎる と、 あぶない よ」 

うしろから 監督 ケンが 注意 をす る。 

そのうし ろに は、 ダビット 技師が、 手 持 撮影機 を さ 

げ、 のびあがる ようにして 前方 の くらがり を のぞきこ 

んで 歩く。 

りょうじゅう こわき 

そのうし ろに、 伯爵 隊長が、 獵銃を 小脇に かかえ 

て、 おそるおそる ついて 来る。 

「あ ッ、 大きな 穴が ある。 噴火 孔み たいな 大きな 穴が 

…：- J 



玉太郎 が、 一 大 発見 をした。 

「おお、 そうだ。 たしかに 風が 通って いく」 

なま 

「やっぱり 生ぐ さい 風 だね」 

「いや、 さっきの 生ぐ さい 風と はす， J しちが うよう だ 」 

監督 ケン が、 首 を ひねる。 

「恐竜の 呼吸が ここまで とどいて いるん じ やない かね。 

すると、 われわれ は 恐竜 夫人が くわ ッと あいた 口の 前 

へ 出て いて、 たべられる 直前に いるの じ やない かね」 

ダビット 技師が ふるえ 声 を 出す。 

「大丈夫でしょう。 ポチが おとなしく している から、 

まだ 危険 はせ ま つ ていない ようです よ」 



玉 太郎は 自信の あると ころ をのべ た。 

「そうか しら。 あの 犬 ころの 頭脳 は、 ほんとうに 信頼 

する に 足 るん かね」 

技師が、 まじめな 顔 をして、 玉太郎 にたず ねた。 

「まあ、 信頼す るに 足ります よ」 

「まあ —— と は 気に いらない ね。 あの 犬 は 気が へんに 

なること も あるの かね」 

「そうです ね。 このごろ、 時に よると、 急に さわぎ 出 

す^ ^ て す」 

玉太郎 は、 この 前、 汽船の 上で ポチが 見えない 何物 

かにむ か つ て ほえた てた こと を 思い出し たの だ。 



うと、 誰もが 思った。 

一同 は 足 を はやめて、 監督 ケンの 立って いると ころ 

へ 急いだ。 

「うわ 1 ッ。 すごい …… 」 

ひめい 

悲鳴に にた ケン のさけ び 声に、 一 同 は おどろかされ 

た。 

「お— い。 来る の は、 ちょっと 待て」 

ケン がそう いった。 

「どうしたんだ」 

ダビット 技師が、 おそるおそる 聞いた。 

「どうした といって、 恐竜が、 たくさん いるんだ。 え 



ば、 波が はいりこむ 入口 はこの 洞窟の 奥まった ところ 

にある らし い。 

そういえば、 奥の 方で、 ときに 美しい 虹が 見える こ 

とがあった。 

恐竜が 遊んで いる 洞窟の 中には、 海水ば かりで はな 

く、 方々 に 赤黒い 岩が 水面より 頭 を 出して いて、 まる 

もけい 

で 多島海の 模型の ように 見えた。 その 岩 は、 海水に い 

つも ざあざあと 洗われて いるもの も あれば、 水面より 

何メ —„ ^ル もとび 出して、 どう だ、 おれ は 高いだろう 

と、 いばって いるよう に 見える の もあった。 

かいちょう 

gfe が、 しきりに 洞窟 内 を とびまわ つていた。 そ 



してぎ や あぎ や あきみの わるい 声で 泣いた。 

玉太郎 が、 この 奇景に 見とれて いると、 彼の そばへ、 

誰かし きりに 身体 をす りよせ てく る 者が あった。 玉 太 

郎は、 その 者の ために、 横へ おされて、 姿勢 を かえな 

いと 落ちる おそれが あるのに 気がついた。 「何者か、 

ぶえんりょ 

この 無遠慮な 人 は」 とふり かえると、 なんの こと、 そ 

れは 探検隊 長の セ キス トン 伯爵だった。 

(あ、 この 老人 も、 こわがって いるんだ な) と、 玉 太 

郎 はちよ つと おかしく なった。 伯爵 は、 こわい もの だ 

から、 玉 太 郎の体 を かげに 利用して、 こわごわ 岩 鼻の 

むこう を 眺めようと している ので あろうと、 玉 太郎は 



ひとこえ 

爵は、 急に 一声うな ると、 岩のう えに 腹ば つた まま、 

つ つがた 

筒 型の 望遠鏡 を とりだして、 目にあて た。 そして 前よ 

リ 熱心に、 洞窟の 多島海の まん 中 あたり を 見つめて い 

るので あった。 

(なんだろう。 伯爵 は、 ひじょうに 自分の 気になる も 

の を さがして いるら しい。 なに を さがして いるの だろ 

うか。 この 前 この 島へ 来て ここへ 残して いった 探検隊 

員 を さがして いるので はなかろう か。 それとも、 恐竜 

よりも、 もっと 珍ら しい 前世紀の 動物 を さがして いる 

のであろう か) 

玉太郎 は、 いろいろと 考え まわした が、 すぐに この 



まえと、 二人の 映画 人 は 夢中に なって いるの だった。 

玉 太郎は 急に 自分 ひとりが そこに とりのこされ てい 

るよう な 気がして、 おもしろくなかった。 

彼 は、 愛犬 ポチの こと を 思い出した。 ポチ を 呼ぶ た 

めに、 口笛 を 吹こうと したが、 その 直前に 思いとどま つ 

た。 恐竜 は 口笛が きらいなん ではなかった か。 口笛 を 

吹いて、 せっかく おとなしく している 恐竜 をよ び、 

さよ じゅ * つ 

巨獣 ども を 怒らせて はたい へんだ。 

口笛 を 吹く の を やめた かわりに、 玉 太 郎は岩 鼻から 

前半 身 をのり だして、 崖の 下 を ながめた。 

下 はす ごい 岩壁で あり、 そして やはり ひた ひたと 海 



玉 太郎は 泣かん ばかりに 熱心 を 面 にあら わして、 

ケンゃ ダビットに たのんだ。 きょ とんと している 老伯 

爵 にもた のんだ。 

「よし。 口 ー プを 下して たすけよう」 

ギ J きょうしん 

ケンも ダビット も、 義侠心が 強かった から、 すぐ こ 

の 人命救助に のりだした。 玉 太郎は うれしくて、 胸が 

いっぱい になった。 

「これで まに 合う かな」 

「大丈夫、 あそこまでと どきます よ」 

「とどく こと は 分って いるが、 この 口 ー プ はすこし 古 

いからね。 切れ やしない かと 思う」 



りつく ことに 成功した。 彼 はさつ そく ラッ— ルの 身体 

を 調べに かかった。 

「ダビット。 どう だ。 生きて いるか。 けが をして いる 

ゝ I 

力」 

ケンは 手 を メガホンの ようにして、 下にい る 同僚に 

たずねた。 

「 …… 大丈夫 だ、 生きて いる。 大したけ が はない。 し 

かし 弱って いる。 なんか 注射で もして やりたい。 それ 

から 多分 水と 食物だろう」 

ダビット は 下から 報告して きた。 

玉 太郎は ラッ— ルが 生きて いると 聞いて、 たいへん 



笑いで うち 消した。 

ケン はする すると 口— プ をった わつ て 下へ おりた。 

そして ダビ ットを 手に して 〔# 「ダビット を 手に して」 は 

ママ〕 ラッ ー ルの 身体に いく 本 かの 注射 をう つた。 ラ 

ッ ー ルの 顔が 赤い 色に もどった。 心臓 も 強く うち はじ 

め、 呼吸 もしつ かりして 来た。 

もうだい じょうぶと 思われた。 

きた 

悲劇 は 来る 



ている ものが ある」 

ケン 監督が ゆびさした。 それ は、 さっき 恐竜が はい 

あがって いた 平らな 一 つの 岩の 上であった。 

「洞窟の 宝 もの。 金貨に ダイヤモンドに、 その他い ろ 

いろの 高価な 宝石 …… じ やない かな」 

ダビット は、 おどけた 調子で そういった。 彼 はじよ 

うだん をい つたので ある。 

とぎばなし 

「は リ 倒す ぜ。 ぉ伽噺 じゃある まいし。 さあお 伽噺 

より 現実の 方が だいじ だ。 君 はこの ラッ— ル君を 背中 

にしば つて この 口— プ をった わって あがれる かい」 

「ォ ー • ケー。 大いに 自 B が ある」 



ケン はぐに やぐに やの ラッ— ルを ダビットの 背に し 

ばリ つけた。 ダビット は 上から 下って いる 口— プ へぶ 

ら 下った。 そしてぐ うつと 胸 を ちぢめて 口— プを のぼ 

り はじめた。 

そのと き、 崖の 上で、 気が へんにな つたよう な 人の 

声が した。 玉 太 郎の声 だ。 

ケンは 上 を あおぎ 見た。 

「ぁッ 、伯爵、 なに をす るんで す。 早くの いて 下さい」 

セ キス トン 伯爵が、 どういう つも リか、 下へ たれて 

いる 口— プ をった わ つ て 下りようと している のだった- 

ケン はお どろいた。 玉太郎 も、 とっさの ことと て 伯爵 



でも どうして そんな 声が 出た かと 思う ほどの すご い 

力なき 

金切り声 を 発した。 

でも、 誰 だって、 これ を 見れば、 金切り声 を 出さず 

に はいられないだろう。 だって、 沼の 中から ぬつ と 恐 

竜が 長い 首 を つきだして、 もう 一 息で ツル ガ 博士 ゃネ 

リを ぱくりと のんで しまう 姿勢 をと つ ている の だ つ た _ 

そこへ 玉 太 郎が金 切 声 を 発した ものであるから、 恐 

竜の 耳に もと どいた と 見え、 恐竜 はくる つと 首 を 横に 

まげて、 玉太郎 をき つとに らんだ。 玉太郎 は、 氷の 雨 

を 全身に あびた ように、 がたがた ふるえ 出した。 

が、 ここで 気絶して は、 自分が 背負って いる 重大な 



たえられ なくな つ て 、ぶつりと 口 ー プが 切れたん です」 

「まう、 まう- 

「上の 方に いた 伯爵 は、 もん どり うって 一番 下まで 落 

ちました。 なぜ そんなむ ちゃ を 伯爵が したの か 分り ま 

せんが、 ぼくが 感じた ところでは、 伯爵 はなに かにお 

どろいた ためだと 思います」 

「なに かにお どろいた と は？」 

「その 前に、 伯爵 は ひとりで、 洞窟の あちこち を 見 ま 

わして いました がね、 そのうちに おどろきの 声と とも 

に 何 か 一 言み じかい ことば をい つて、 口 ー プへ とびつ 

いて 下りようと したので す」 



「短い ことばと いうと …… 」 

「ぼく は、 よく おぼえて いないので すが、 なんでも、 

* あ、 見えた、 金貨の 箱 だ" といった ように 思つ たんで 

す」 

「えつ、 金貨の 箱」 

張が おどろい たばかり か、 それに 聞き耳 をた てて い 

た 二人の 水夫 も、 つとば かりに 仕事の 手 をと めた。 

モレロ は、 もっと はげしく おどろい たと 見え、 

まんめん あけ 

満面 朱に そめる と、 一 本の 口 ー プ をと りあげて、 自ら 

いそいで 岩根に くくり はじめた。 



昂奮して いる。 彼のす ごみの ある 顔が、 一そう けわし 

くな り、 頰は ひっきりなしに けいれんし、 眉 は ぴくぴ 

くと 上ったり 下ったり。 そして 急に 歩き だしたり、 ま 

た 急に 足 をと めたり、 落ちつきがない。 しかも その 間 

に 彼 は、 海面に 眠る 恐竜の 群から 目 を はなさない。 

「ふ— ン。 畜生め」 

彼 はうな る。 

二人の 水夫 フラン ソァと ラル サン も、 モレロ を この 

ように 昂奮 させた 岩の 上の 黄金色 まば ゆき 何物 か を 見 

つけて しまった。 二人 は むきだしに 思った だけの こと 

を さ つ きから しゃべ つて、，' る。 



「恐竜の 卵が、 そんなに いい 値段で 売れる かい、 いく 

ら ぴかぴか 金色に 光って いても、 卵 だもの、 とちゅう 

でく さり やおし まいだ」 

「あほう だよ、 お前 は。 恐竜の 卵と ニヮ トリの 卵と 

いっしょになる もの か。 恐竜の 卵 は、 すぐに はくさら 

しよ-つ こ 

な いんだ。 金色 をして いるの が 何よりの 証拠 じ やねえ 

か」 

「金色して いると、 永く くさらない のかい」 

「はて、 分り切つ たこと をい う。 金色 だから、 熱 も は 

じくし、 中へ バイ キン も 侵入で きないし、 おおそう だ、 

お前 も 見て 知ってい るだろう が、 ロンドンの 博物館に 



する。 する てえ と、 おれ は 口— プを たぐり あげて、 ぴ 

かび かした 卵 を 籠から 出し、 このへんに 積み あげて 行 

か あ。 どう だ、 いい 段 取だろう。 どんどん 仕事が はか 

どる ぜ」 

r バカャ 口—」 

「えつ、 なんだ つて、 きたない ことば は 使わない 方が 

いいよ」 

「だ つ て そうじゃ ねえ か。 お前 はこ こに ずっとい るん 

だから、 いい 役 だよ。 しかし おれ はどうな るんだ。 海 

を 泳いだり、 つるつる 卵 を かかえたり、 それからよ、 

恐竜に いやな 目で ながめられたり、 いい 役 まわり じ や 



怒らせて しまったんだ」 

ケンは 恐怖に みちた 目で、 玉太郎 たち を 見 まわした。 

ダビット は、 カメラ を 上へ むけて 撮影に 夢中であった。 

「天に つば を はくよう な もの だ。 彼ら は 深刻に さとつ 

た 頃だろう」 

張 はおち つき はらって、 そういった。 それが モレロ 

しわざ 

たちの 仕業で ある こと を、 張 はすぐ さとった よう だ。 

「ケン さん。 恐竜 は 元来 おとなしい 動物 じ やな いんで 

すか。 人間 をた ベたり しないの でしよう」 

玉太郎 は、 ケン にたず ねた。 

さよ じゅ-つ 

「あの 巨獣 は、 おとなしい だけに、 いったん 怒らせる 



と、 ものすごく あばれ るんだ。 これ はぐず ぐずして い 

ると、 とばつ ちりが、 こっちへ まわって くる ぞ。 おう 

みんな。 今のう ちに 安全な ところへ 避難す るんだ」 

さすがに ケン は、 早く 気がついた。 崖の 上の 誰かと 

恐竜の 格闘が つづいて いる 間に、 こっち は 安全地帯 を 

さがしあてて、 そこ へ とびこんで いようと いうの だ。 

「あそこに いいと ころが ある。 ひくい 天井 を もった 

ほらあな 

洞穴が あるんだ。 そこへ 行って、 もぐりこもう や 〔# 

「もぐりこもう や」 は 底本で は 「もぐりこう もや」 u」 

ケンは 一 同に 合図 をして うしろへ ひっかえ した。 

恐竜 どもの おそろしい さけび 声が 洞窟 を はげしく ゆ 



た。 銃声 はもう しない。 

いったい 崖の 上で は、 どんな ことが 起った ので あろ 

ク ゝ o 

う 力 

すべて は モレロの らんぼうと、 そして 彼と 二人の 水 

夫との 慾ば り 根性に 発して いるの だった。 

モレロと 二人の 水夫 は、 口 ー プに すがって、 崖 を 中 

段まで 下りた。 それ は、 海中の 岩の 上の ぴかぴか光る 

ものに、 すこしで も 近づく ためだった。 

モレロ は、 その ぴかぴかの 正体 をもう 少し はっきり 

見き わめたい と 思った。 彼 は 二人の 水夫の ように、 そ 

れが 黄金色 をした 恐竜の 卵で あるな どと は 思って いな 



うしろの 岩壁の 穴から、 空気がぬ けて いくとい うこと 

だった。 もし この 穴がなかったら、 洞穴 は壺 のように 

なって いて、 潮が 入る につれ 空気 は 圧縮され るけ つか、 

海水 を おしもどし、 ある 程度い じょうに 海水 を 入れな 

いです む。 ところが、 壷の 底に 穴が あいてい ると、 空 

気 は 圧縮され ないから、 この 洞穴 はすつ かリ 水び たし 

になって しまう おそれが ある。 いやな こと は、 この こ 

とだった。 

できし 

四 人が はいりこんだ 安全の 洞穴が、 四 人が 溺死の 

ま. t- つ 

墓穴に なろうと している の だ。 

ああ、 これ も 呪われた る 運命と いうべき であろうと、 



れを やりたい というの なら、 われわれに かまわず、 先 

へ やってくれ てさしつ かえな しだ」 

モレロ は、 そういうと、 再び マル タンの 方へ ふりむ 

こうと せず、 二人の 水夫 をう しろに したがえ、 砂 を ざ 

く ざく と 踏んで い つ てし ま つ た。 

三人 は、 いったい 何 をす るつ もりであろう か。 

そ ， J を どん ど ん いくと、 読者 諸君 も) J 存じ のように、 

いしがき しき こさんば し 

石垣 式の 小 桟橋が ある。 それ を 越えた ところに、 力 

ヌ ー が ひ つ くりかえ つ たま まに な つてい る。 

そこ を 右手へ まがる。 やや 切り ひらいた 土地が ある 

が、 今 は 雑草が 人間の 背よりも 高く しげって いて、 



三人が 中へ はいると、 小屋の 中 も、 雑草が おいしげつ 

て、 足の ふみ 入れ 場所 もなかつ たが、 その 中から 造船 

道具 や 船台 やそれ から 造船 材料な どが ちゃんと そなえ 

られ ている の を 見た。 

「大いによ ろしいだ。 じゃあ 早速 今日から、 おれたち 

、^- なだいく きっすい 

は 船大工になる てえ わけ だ。 吃水の 浅い ボ ー トを 一 隻、 

できるだけ 早く 作り あげ るんだ。 いいかね、 しっかり 

やってくれ」 

モレロ は ひとり じょうきげんで、 二人の 水夫に そう 

いった。 

「え ッ、 船大工で すって。 わたしたちに は、 そんな 経 



験はありません よ」 

「なくっても いい。 たかが ボ ー ト 一隻 こしらえる だけ 

の 仕事 だ。 ボ— ト なら、 お前た ち は 今までい やになる 

ほど 扱って いる じ やない か」 

「いったい、 ボ —„ ^を こしらえて、 どうす るんで すか」 

「あの ぴかぴかの 宝 をよ、 おれたちが 洞窟の 外から 

ボ —， ^にの つて はいって、 すっかりち ようだいしょう 

というんだ。 えへ へ、 どう だ、 世界 一 の 名案だろう が」 

モレロ は、 すごい 顔に 笑み をた たえて、 胸 をた たい 

た。 



「さっき は、 僕らが ラッ— ル 記者 を 助けた。 今度 はラ 

ッ ー ル 記者に 僕らが 助けられる という 事になる らし 

い」 

「おい ダビット、 神様 はま だ 我々 を 見捨てに はなら な 

いからね」 

「そうだ ケ ン 、 天国 行きの バ スの ガソリンが 切れた の 

だよ、 きっと」 

じょうだん 

ダビット はもう 元気に なった。 もちまえの 冗談が 

口 を ついて 出る。 

卜ン 卜ン、 ッ 1 ッ 1、 卜ンッ 1。 

と 信号が ひびいて 来た。 



「会えば わかる。 ふしぎな 人物な リ、 僕 は 恐竜の 口 か 

だ いどうく つ 

ら彼 によって 救われた の だ。 いずれ 大 洞窟で お 目に か 

かろう」 

「o • K!」 

そろり、 そろり とまた 行進が はじまった。 

「もう 何 米ぐ らいはい つた かな」 

「まだ 三 来 ぐらいだ よ」 

「あと 七 来 だね、 元気 を 出す ぜ」 

ダビット は 足 をば たばた させた。 

「クロ — ルじ やない から、 足 を 動かしても 進みません 

よ、 お 静かに、 お 静かに …… 」 



張さん も 笑って いる。 みんな 元気 だ。 おもえば 昨日 

から 何も 食べて いない。 腹 はへ つてい る。 疲れ は 極度 

に 五体 をし びら せて いる。 

しかし 救われる という 希望が 眼の 前に かがやい てい 

るの だ。 だから 四 人 は 元気 一杯な の だ。 

「あ、 あれ だ、 明るい ぞ」 

先 3A- 。ク ヽン 

「もう 一 いきです」 

玉 太郎が ふりかえった。 

かすかで は あるが、 明るい。 

頭 をぶ つけたり、 肩 をう つたり、 細い 洞穴の 旅行 は 



大 へんな 難行 苦 業だった が、 それ ももう すぐ 終り だ。 

「さて、 このへんの 様子 も カメラに おさめて おこう か」 

もう ダビット は 商売 を はじめた。 明るい 出口 をめ ざ 

して、 そろり、 そろり とはいで るケン 監督の ようす を 

後から ダビット は カメラに おさめた。 

「ああ、 1 に 救われた」 

ケン、 玉 太郎、 ダビット、 張の 順序で 穴から 出る。 

そこ は 大きな 洞窟に なって いて、 上から は 岩と 岩の 間 

を 通して 明るい 光が 流れ こんでいた。 

「おや、 あれ はなんだろう」 

今 四 人が 出て 来た 横穴の 下、 二 米に は 水が あった。 



が 探検隊 を 組織いた しました。 彼 は 別に 目的が あった 

さか < ことう 

のです が、 当時の その 探検 団の 企画 は 南の 孤島に 住む 

生物 を 研究 するとい うこと でした。 私 は 理学 も 動物の 

方 を 研究して いた 者です から、 喜んで 参加いた しまし 

た。 そして この 島に やって来 たのです」 

「セ キス トン 伯の ねらって いたの は、 生物で はなく、 

この 島に かくされ ている 海賊の 宝だった ので はない の 

力な」 

ラウダの 話のと ちゅうに ケンが 口を入れた。 

「そうです。 約 八 百 八十 年の 昔、 スペインの 海賊船、 

ブラック • キッドが この 島に その 財宝 を かくした とい 



リ肚胆 をぬ かれて しまった のです」 

「わかった。 探検 団は 引き あげた。 その 船 は 恐竜に お 

そわれて、 乗組員 は ほとんど 死んで しまった。 残った 

のはセ キス トン 伯が たった 一人 だけだった。 という こ 

と を 伯が 僕らに 話して いたつ け。 けれど、 もう 一人 生 

き 残った 者が いたの だ。 彼 は どんな 方法 かによ つて 島 

に たどりついた。 そして この 孤島で 救い を 待ちながら 

一人 生活して いたんだ。 その 男 は ラウダ 君、 君 だ」 

「そうです。 その 通りです」 

ダビットの 説明 を ラウダ は 深く、 大きく うなずいた _ 

そして、 言葉 を 続けて、 「いい 落した 処を おぎなうな 



「そうだ」 

ラウダ は 湯 を 一 杯の むと、 

し き 

「ブラック. キッド は、 自分の 死期が 近づいて きたの 

を 知る と、 かねて さがして おいた この 島に やって きた _ 

この 島の 入江の 洞穴の 中に 船 を 入れる だけの 広さが あ 

る こと を 知っていた。 しかも 一度 入れた 船 は 岩 をく ず 

す ことによ つ て 永久に 出られぬ 仕掛けに なること も考 

えてあった。 キッド は 船 を ここに 入れて、 入口 を 岩で 

ふさいだ」 

「その 時には、 恐竜 はいなかった の」 

「さあ、 そいつ はわ からん。 恐らくい なかった の だろ 



ケンが 手帳の 紙 を 一枚ぬ いて、 それに 玉太郎 たちの 

ぶじな こと を 書いた。 これ を 玉太郎 のぬ いだ 靴下に 入 

れ ると、 玉 太郎は ポチの 首に ゆわえつ けた。 

「ポチ、 いって くれ」 

ポチ は ワンと 吠えた。 玉 太郎の 気持が わかった らし 

ヽ 
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「ゆけ」 

玉 太郎は 命令した。 

ポチ は 悲しそう な 眼 を 玉太郎 にむ けたが、 玉 太郎の 

いう ことが わかった らしく、 洞穴の 中から 出て いった。 

ひとね む 

「さ、 僕ら は 一 睡 りしょう- 



くさ 

「部分的に は朽 つてい ると こも あるが、 大丈夫で しょ 

う」 

「それ はありが たい」 

「船 は 大丈夫で も、 あの 洞穴から 出る こと は 出来ない」 

「出来ない というと」 

「なぜ だか わかりません が、 船 は 少しも 動かない ので 

す。 潮の 満ち 引きに おうじて、 多少な りと も 動くべき 

害のと ころ、 船底 を コンク リ ー, ^で 固定で もさせられ 

たように、 動かない。 だから だめでしょう」 

ラウダ は 下 をむ いた。 

「よし、 動く としても、 あの 湖から どうしで 始を 海に 



張が 重々 しい 声で 死の 予告 をした。 

「それ は 僕らが 死ぬ という ことに きめてい るから だよ。 

僕ら は 助かる。 そして 文明社会に 帰れる。 帰った 翌日 

にこの 映画 はもう 封 切られる の だ。 ニュ ー ョ ー ク 劇場 

にしよう か。 それとも、 ワシントン 劇場に しょうか。 

僕 は それまで 考えて いるんだ」 

「夢の ような 話 だ。 奇蹟の むこう 側の 物語 だよ、 君の 

いう こと は」 

「いや 違う。 明日の 事 を、 僕 はいって いるんだ。 大統 

ちょうや ふうぎ 

領を はじめ 朝野の 名士 を 多数 招待して 封 切る 場合 はと 

て もす ばらしい ぞ。 ix は ケンと 一 しょに 舞台に のぼる。 



嵐の ような 拍手 だ。 ケンが 恐竜 島の 探検 談を 一 席 やる、 

僕が つづいて 島の 生活に ついて 語る。 そして 映画に つ 

きょうたん 

いての 説明 をす る。 人々 はた だ 驚嘆のう ちに 僕らの 

行動 をた たえる だろう。 リンド バ ー グ のように、 ベ ー 

ブ-ルー スの ように、 僕ら は 世紀の 英雄になる の だ」 

「やめて くれ、 ダビット。 その 話 は 帰りの 船の 中で 聞 

こうじ やない か」 

ダビット は 不平そう だった。 だが こんな みじめな 場 

合に おいても、 明るい、 ほがらかな 性格 だ。 希望 をす 

てない 態度に、 玉 太郎は アメリカ人の よさ を 見せつ け 

られ たように 感じた のだった。 



階段 はギシ ギシ音 をた てる。 ある 部分 はくさつ てい 

たが、 それでも 足 を ふみはずして ころげ 落ちる という 

危険はなかった。 

「ここが 船長室 だ」 

ラウダの 指さした 扉 を 見て、 一同 は ぞっとした。 扉 

たんとう く ギ J 

の 上に、 すでに ミイラに なった 人の 首が、 短刀に 釘づ 

けにな つて はりついて いるの だ。 

「なんだい、 この 謎 は」 

ダビットが 首をかしげた。 

「この 部 室に 入る もの は、 この 者と 同じ 運命 をた どる 

こと を覚捂 せよ」 



悟して この 捉を 破つ たんだ。 この 扉 を 開いた」 

ラウダ は、 足で ダ— ンと扉 をけ つた。 

扉が ダ— ンと音 をた てて むこう 側に あいた。 

「見 給え、 捉を 破った 者の 姿 だ」 

玉太郎 はもう 少しで キヤ— ッ という 声 をた てると こ 

ろだった。 

入口の ちょうど 正面に 一人の 男が たって いた。 いや、 

正面の 壁に 立た されて いるの だ。 胸から 背に サ ー ベル 

がぐ さりと ささ つ ている それが さらに 壁 を つらぬいて、 

男 を ささえて いるの だ。 男と いっても もちろん、 ミィ 

ラ にな つて、，' る。 



ぜ つ きょう 

彼 は 湖面 を 指さしながら、 絶叫した。 

「五 年の 間、 少しも 動かなかった この 船が、 方向 を か 

えた。 潮の 流れに のって 移動しつつ あるじ やない か、 

ああ、 僕ら は 救われる ぞ、 ねえ、 君ら、 喜んでい いよ、 

僕ら は 帰れ るんだ、 文明社会へ ふたたび 戻れ るんだ。 

英語の 話す 国へ 行け るんだ。 夢 じ やない な、 夢 じ やな 

いな」 

ラウダ は、 さっき 一同が 登った 口 ー プの ところに も 

どった。 

「見た まえ、 ラッ ー ル、 あんなと ころに いる。 船が 動 

しょ-つ こ 

いている 証拠 だ」 



それから 船の 検査が はじま つ た。 

まず 舵 は 大丈夫 使える。 船底 はかなり % ん ではい る 

が、 水の もれる 心配 はまず ない。 帆 は 完全と いっても 

ボ— ト がんきょう 

よい 位に 保存され ている。 小船 も 頑強な 奴が 積んで 

あり、 難船の 時の 用意 も 出来て いる。 

ぼら あな 

つめたい この 洞穴の 中に 保存され ている という こと 

は、 たとえば 冷蔵庫の 中に 貯蔵され たのと 同じ 効果 を 

生じた ものら しい。 ふしぎな ほど 何百 年 もの 前の もの 

が、 そのまま 使用で きた。 

ラウダの 洞穴から、 わずか だが、 食料と 飲料水が は 



こび こまれた。 

船長室の あたり はさす がに 気味が 悪かった が、 あと 

か い てき 

はす- ,1 ぶる 快適で あ つ た。 

「このままで 潮に のって みょう。 船が どんな 方向へ 出 

るか は、 運命の 神に まかせる ことにす るより 手がない 

からな」 

その 夜、 一同 は 甲板の 船首の 方に あつまって 寝る こ 

とに した。 

「海岸に またせて ある 連中 を どうす るかな」 

「まず 海に 出てから の 問題に しょう。 僕らが すっかり 

安全と わかったら 救助に 行っても おそく は あるまい」 



船 はいつ の 間に か 海に いるで はない か。 恐竜 島が、 

千 米 もの、 むこうに 見える。 

「お— い、 お ー い、 ケン さん、 ダビットさん、 ラ ッ— 

ル さん、 張さん」 

玉 太郎は 一 人ず つお こして まわった。 

まだ 太陽 は あがらなかった が、 もう 東の 空 は 明るい。 

「ああ、 こり や、 どう だ」 

みんな は 眼 を こすり こすり 起きた が、 あたりの よう 

ねむけ 

す を 見る と、 眠気 は 一 べんに 吹き とんで しまった らし 

ヽ o 
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「助かった ぞ、 救われた ぞ」 



ダビットと、 ラウダが 手 をに ぎりあって、 甲板の 上 

でお どった。 

「一 フ、 ーフ、 ーフ、 ーフ、 ラー フーフ、 ーフ II ーフ」 

楽しそう だ。 

「諸君」 

ケンが 一 同 を 見 まわしながら、 おごそかに 云った。 

「吾々 はこれ で 助かった。 けれど、 島に はま だ、 吾が 

友が 居る、 彼等 を どうすべき かが、 残された 問題 だ」 

「断然、 救わねば ならぬ」 

ダビットが 手 を あげた。 

「人道 上 ほうってお けない、 人々 はだれ も 自由 をうる 



死者の ti を あっかう 役目に 僕 を 任命して いただければ、 

光栄 だ」 

「よろしい、 張 君、 君 は 残れ、 それから ラッ— ル、 君 

は 労れす ぎている、 君 も 残れ、 それから 玉 太 郎君、 君 

も だ」 

「僕 は 行きたい のです」 

「僕の かわりに つれていって ほしい」 ラッ— ルもロ を 

そえた。 

「ダビット、 君 は …… 」 

「僕 は 行きたい し、 残りたい、 というの は、 張が あの 

ミイラ 先生 を 処分す ると ころ を カメラに 収めたい し、 



「天然色 フィルム をお いて 来たの が、 残念だった」 

と 首 をす くめる。 

ギィ、 ギィ、 と 船 は 軽く 波の 上 をす べつて 行く。 

やがて、 東海岸の 入江。 

そこへ ボ —„ ^をつな ぐと、 一同 は 海岸 づたいに しば 

らく まわつ て、 山へ 入った。 

「あの あたりに は 椰子 林が あるし、 天然の 薯も 少し は 

あるです。 それから、 こっちの あの ジャングル 地帯に 

は 食べられ そうな 草が ある。 蜜蜂の 巣なん かも 御馳走 

だ」 

ラウダ は 一 つ 一 つ 説明しながら 先に 立った。 



こ- J で 話 を 少し 前に もどそう。 なぜ モ レ 口が 恐竜と 

戦って いるの か を、 読者 はきつ と 知りたい に違いない。 

し き 

フラン ソァと ラル サンの 二人の 水夫 は モレロの 指揮 

にしたがって、 丸木舟 を 作って いた こと は 読者の すで 

に 承知のと おりだ。 

その 丸木舟が 出来 上った の は、 ちょうど 玉 太 郎のー 

行が 洞穴の 横穴 をい そいで まわって 苦しんで いた ころ 

である。 

「御苦労、 御苦労、 さあ、 出来 上ったら、 御苦労つ い 

でに 海まで はこ ぶんだ」 



まるで 赤ん坊 だ。 

三人 は モレロ をまん なかに して、 ボ— トを 頭の 上に 

か つぎ あげた。 

せんとう 

「さ、 フラン ソァ、 お前が 先頭 だ、 行け！」 

密林の、 雑草の 中 を、 三人 はボ— トの 帽子 を かむ つ 

て、 つき 進んだ。 

「おっと 右 だ、 少し かがんで、 枝に ぶっかる」 

さすがに 親分 だけあって、 モレロ は 注意深い。 

こうして、 三人が 汗 を 一杯 流しながら、 二十 分 間、 

ふらふら になって 出た のが あの 洞穴の ある 入江だった。 

ボ — ， ^は 浮べら れた。 



「さ、 なに を ぐずぐずして いるんだ。 早く のらね え か」 

「へえ」 

ボ— トに 乗れば、 水 を 得た 河童 も 同然 だ。 三人 は 急 

に 元気になる。 

ぶ 1 つ -ゃ 1 フ 1フ 

どんな 波が 来ても、 暴風雨に なっても、 水の 上で 生 

活 していた 三人 は 恐れない。 

「モレロさん、 どこへ 行 くんです」 

「恐竜の 巣 だよ」 

「え、 じ や、 あの」 

「今まで 俺達 は、 上からば かり 奴等 を ねらった。 それ 

で 失敗した。 だから 今度 は 下から 攻め るんだ」 



だった。 

モレロ は 近づいて いった。 

頭に 手 を やって みたが、 しずかに 首 を ふって 二人に 

見せた。 

「あすこから 落ちたん じ や、 生きて いるの がふし ぎな 

位 だ」 

モレロ はそう つぶやく ように 云った が、 ぞっとして 

、<;> るスる 身： K: を、 <；> る わせた 

「キッドの 宝 をね らう もの は 必ず 命がない」 

と 昔から つたえられ ている 言葉 だ。 キッドの 宝物 を 

もとめて 来た セ キス トンが、 今 ここに その 予言 どおり 



にから とも 

宝、 死 と共にね むる 



三人 はボ —1 ^からお りる と、 そろり そろ リと岩 をつ 

た わって、 洞窟に むかった。 

月の 光 を 受けて、 ぼっかり あいた 大きな 穴 は、 

きみ わる 

気味 悪く 三人の 上に のしかかって 来て いる。 

この 穴の 中には 恐竜が いるの だ。 その 恐竜の 巣の 中 

にこ そ、 キッドの 宝物 は ある。 

セ キス トン は 洞窟の 前にち らば つ ている 宝物の 破片 



を 発見した に違いない。 

「おい、 これ を 見ろ」 

先頭に たった モレロが 低く つぶやいて、 あと を ふり 

かえった。 

「なんです」 

「スペイン 金貨 だ」 

「これが ここに あると ころ を 見る と、 宝物 も 近い ぞ。 

ま I つ. lp つば こ 

宝物 箱 を はこぶ ときに、 落した ものと 見える」 

月に すかして 見る と、 金 黄色に かがやい ている。 ま 

ぎれ もな き 金貨 だ。 フラン ソァ は、 後の ラル サンに 手 

渡した。 



「なるほど、 レストランへ 行 くんです ね。 明日の 朝飯 

は 1? ん だろう」 

「白い 牛乳に、 焼きた ての ト ー スト パン、 それに 香り 

の 高い コ— ヒ— か」 

「何 をく だらん こと をい つてい るんだ。 ここ は パリ— 

じ やない よ、 コ— ヒ— なんか ある もの か」 

「あ、 そうでし たな」 

「恐竜の 朝飯 は 何んで しょうね」 

「そんな こと 俺が 知る もの か、 恐竜に きいて みろ」 

「へ ー い、 もしもし 恐竜さん」 

「こら、 だまれ」 



「うん、 英語なら 少し はわ かるんだ が、 こいつ は どこ 

の 国の 言葉 だか 知らん が 俺に はわから ねえんだ」 

が 宝、 死と 共に ここに 眠る" という 謎の ような ス ペイ 

ン 文字が モレロに 読めたら、 彼 もちよ つ と 考えた であ 

ろうが、 残念ながら、 彼に は 読めなかった。 

「キッドの 宝 はこ こに かくされて あると 書いて あるに 

ちがいない。 おい 手 を かして くれ」 

しかし、 岩 はび くと もしなかった。 三人の 力で は ど 

うに もなら ない。 

「うん、 この 岩 さえ どけり や、 いいんだ がな あ、 ここ 

まで 来て、 空しく もどる というの は、 なんとい つても 



人と 怪獣 の 闘い。 

いや 闘いで はない。 怪獣に 追い まくられて 逃れ きれ 

ぬ 人間が、 最後の 苦闘 をつ づけて いる 図 だ。 

さんたん 

惨儋 たる ありさま だ。 

恐竜 は 穴から、 その 長い 首の 先に モレロ を くわえて 

出て 来た。 

そのす き に ラル サンと フラン ソ ァが 穴から y ろが る 

たる 

ように 逃げて 出た。 仲間の 他の 恐竜が、 長い 首と、 樽 

ほど も ある 大きい 眼で 一 一人 を 追った。 

穴から ぬけ 出て、 一息す る ひま もない。 二人 は 腰の 



ラウダ は 恐竜 を あやつる こと を 知つ ている に 違いな 

ヽ o 

レ 

「君 は 恐竜 を 自由にで きる か」 

「いや 自由に はでき ない。 が、 彼等 を 喜ばせる こと は 

でき るんだ。 僕の 口笛が それ だ」 

そうい つ て、 ラウダ は 高らかに 口笛 を ふきなら した 

恐竜 はよ つたよう に、 ききほれ ている。 

モレロ、 フラン ソァ、 ラル サンの 身体 は、 三 匹の 恐 

竜の口から、 ぼ とん、 ぼ とんと 海の 中に すてられた。 

三人の 身体 は 一度 沈んだ が、 再び 浮き 上って、 流さ 

れ はじめた。 



「死んで いるか も 知れない。 もしかすると 気絶 をして 

いる だけ かも わからない。 僕 はこ こで 恐竜 をお さえて 

みさき 

いるから、 岬の むこう 側に 行って くれた まえ、 三人の 

身体 は 潮の 流れに のって、 あっちへ とどく の だ」 

「ォ— ケ—」 

ケンと 玉太郎 は、 ラウダに 云われる ままに 再び 山に 

のぼり、 大きく まわって、 岬の はずれに いそいだ。 

「おや、 あすこに ボ ） ^が ある」 

「うん、 誰が 乗って 来たの だろう、 今の 我々 に はなん 

といっても 絶好の 味方 だ。 i; 借しょう」 

一 一人 はすべ るよう に 崖 を 下つ ていった。 



まるきぶね 

ボ— トは モレロた ちの 作った 丸木船 だ。 けれどもと 

よ リー 一人 は 知らない。 

「さ、 玉ち やん 乗れ、 君 は 舵 を、 僕はォ ー ルを もつ」 

ボ —， ^は 波に 乗って、 恐竜に 見つけられぬ ように 注 

意しながら、 待った。 

「おや」 

ケン がォ— ルの手 をと めた。 

「玉ち やん、 聞えない かい」 

「なんです」 

「ほら あの 音」 

玉 太 郎も耳 をす ませた。 



の 世話で、 ル • マル タン 紙に つとめて いる。 

今でも 玉 太郎を ラッ— ルの アバ— ト にたず ねる と、 

彼 は ポチ を だいて、 あの 数々 の 冒険談 を 話して くれる。 

か いきとう 

そして、 恐竜 島に 負けぬ 位の 怪奇 島が あ つ たら ぜひつ 

れ ていつ て くれと 腕 をた たいている。 

最後に ッ ルガ 博士の 娘 ネリの こと をのべ よう。 彼女 

ちょうしば 

は 中国人 張子 馬 氏の 作った 恐ろしい 思い出の 島と いう 

詩に、 自分で ピアノの 曲 をつ けて 発表した。 それが パ 

リ ー. < に みとめられて、 映画 や バレ— になって 上演 さ 

れ、 パリ— 中の 人気 を 集める ことにな つた。 

ネリ は 今でも 玉太郎 と： i; よしで ある。 ラッ— ルはニ 
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